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中山の紹介



高等学校における情報教育のながれ

1997年 大学入試センターで情報関係基礎の出題が始まる．
2003年 高等学校に情報科が設置．「情報A」，「情報B」，「情報C」

の選択必履修．
2013年 情報科は「情報の科学」，「社会と情報」の選択必履修．
2013年 世界最先端IT国家創造宣言が閣議決定され，

小学校でプログラミング教育の必要性が示される．
2016年 日本学術会議情報学委員会情報科学技術教育分科会

「情報学の参照基準」．
2018年 第16回未来投資会議で大学入学共通テストの

試験科目に「情報Ⅰ」を入れる方針が示される．
2020年 小学校でプログラミングが導入される．
2020年 日本学術会議情報学委員会情報学教育分科会

「情報教育課程の設計指針―初等教育から高等教育まで」．
2022年 新・高等学校学習指導要領が実施される．

情報科は「情報Ⅰ」が必履修，「情報Ⅱ」が選択．
2025年 2022年から実施の新学習指導要領に基づく生徒に

向けた大学入試が実施される．



情報学の参照基準

• 2016年3月
日本学術会議が「情報学の参照基準」を策定．

• 情報学は，情報によって世界に意味・価値を
与え，秩序をもたらすことを目的に，情報の

生成・探索・表現・蓄積・管理・認識・分析・変換・
伝達にかかわる原理と技術を探求する学問で
ある．
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情報学科・専攻協議会から提言

全国高等学校情報教育研究会
第11回全国大会 大会宣言 （2018年8月10日）
https://www.zenkojoken.jp/11akita/2018083870/

情報処理学会
高等学校共通教科情報科の大学入学共通テストでの実施に関する意見
（2020年3月26日）
https://www.ipsj.or.jp/release/teigen20200326.html

日本情報科教育学会
大学入学共通テストにおける共通教科情報科の出題について
（2020年4月23日）

情報学科・専攻協議会
大学入学共通テストに情報を出題することについての提言
（2020年7月11日）
http://di-council.sakura.ne.jp/docs20/teigen.pdf



朝日新聞
2020年10月22日
朝刊 1面

2025年実施の
大学入学共通テストに
情報の出題が検討中と
大々的に報道される



共通テスト「情報」試作問題 2022年11月9日

出典
令和7年度試験の問題作成の方向性、試作問題等
https://www.dnc.ac.jp/kyotsu/shiken_jouhou/r7/r7_kentoujoukyou/r7mondai.html



新学習指導要領（2022年実施）

情報Ⅰ
(1) 情報社会の問題解決
(2) コミュニケーションと情報デザイン
(3) コンピュータとプログラミング
(4) 情報通信ネットワークとデータの活用

情報Ⅱ
(1) 情報社会の進展と情報技術
(2) コミュニケーションとコンテンツ
(3) 情報とデータサイエンス
(4) 情報システムとプログラミング
(5) 情報と情報技術を活用した問題発見・解決の探究



大学入試への「情報」の出題

• 共通テストは「情報Ⅰ」から出題される．
• 電気通信大学，広島市立大学，

東北学院大学，日本大学文理学部，
南山大学，京都産業大学，など

個別試験で「情報Ⅰ」を出題．

• 慶應義塾大学環境情報学部・総合政策学部，
東京都市大学

個別試験で「情報Ⅱ」を出題．
• 東京都立大学

「情報Ⅱ」履修者向けの総合型選抜を実施．

赤澤紀子ほか:個別入試への「情報」の出題
令和6年度全国大学入学者選抜研究連絡協議会大会（第19回）
https://uec.repo.nii.ac.jp/records/2000232



小中高校から大学まで一貫した情報教育

•コンピュータやネットワークなどの情報技術が
広く使われ，重要な役割を担うような社会

•過去における「もの」や「金銭」に代わって，
「情報」が重視され、大きな価値を担うような社会

個人が「情報活用能力」を適切に身につけていることが大切．

コンピュータや情報に係る技術，制度で，
何ができ，何ができないかを分かった上で，
これらを適切に使いこなし，必要な問題解決をこなしながら，
社会生活を送って行けることが求められる．
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2016年 日本学術会議情報学委員会情報科学技術教育分科会

「情報学の参照基準」．
2018年 第16回未来投資会議で大学入学共通テストの

試験科目に「情報Ⅰ」を入れる方針が示される．
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情報教育課程の設計指針

• 2020年9月25日
日本学術会議情報学教育分科会
「情報教育課程の設計指針」を策定．

• 2024年5月25日
日本学術会議情報学教育分科会
「情報教育課程の設計指針」を改定をすすめる．

久野靖先生による案を基に検討を始める．


